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●
申
請
方
法
・
申
請
先

防
災
用
品
購
入
後
１
カ
月
以
内
に
、

次
の
提
出
書
類
を
市
役
所
2
階
危
機
管

理
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
は
同
一
世
帯

に
つ
き
各
年
度
１
回
に
限
り
ま
す
）

●
提
出
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
領
収
書
（
レ
シ
ー
ト
可
）
の
原
本

③
購
入
品
の
す
べ
て
の
写
真

④
補
助
金
交
付
請
求
書

※
申
請
書
類
は
申
請
窓
口
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

※
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

と
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
と
な
る
防
災
用
品

次
の
①
②
を
単
独
か
、
ま
た
は
①
か

②
と
③
を
組
み
合
わ
せ
て
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。
③
の
み
の
購
入
は
補
助
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

①
飲
料
水
（
清
涼
飲
料
水
を
除
く
）
と

食
料
品
（
保
存
年
数
3
年
以
上
）

②
市
指
定
の
防
災
ラ
ジ
オ
（
ラ
ジ
オ
に

使
う
乾
電
池
、
外
部
ア
ン
テ
ナ
、
設

置
工
事
費
や
代
金
引
換
も
対
象
に
な

り
ま
す
）

③
防
災
用
品
（
例:

非
常
持
出
し
袋
、

懐
中
電
灯
、家
具
の
転
倒
防
止
器
具
、

簡
易
ト
イ
レ
、
生
理
用
品
、
お
む
つ

な
ど
）

●
補
助
金
額

　

５
０
０
０
円
を
上
限
に
購
入
額
の
3

分
の
1
を
補
助
し
ま
す
。
避
難
行
動
要

支
援
者
に
該
当
し
、
防
災
ラ
ジ
オ
を
購

入
す
る
場
合
は
、
１
万
円
を
上
限
に
購

入
費
用
の
3
分
の
2
を
補
助
し
ま
す
。

（
①
③
に
つ
い
て
は
3
分
の
1
を
補
助

し
ま
す
）

消防・防災
トピックス

組織
改編

消防
車両

表彰

防災

第７分団を統合
市発足後初の詰所新築

機動力向上
初の軽自動車車両導入

地域防災へ決意新たに
鳥羽消防団長が永年勤続章受章

災害時応援協定の
締結を推進しています

市消防団の組織改編を行い、明科東川手を管轄
する第 7 分団をこれまでの 3 部制を改め、4 月１日
から一つに統合しました。統合による管轄区域等の
変更はありません。

また、統合に合わせて、国道 19 号明科高校入口
交差点脇に詰所を新築しました。詰所の新築は、市
発足後初めてになります。

新しい詰所は、鉄骨平屋建てで、団員の待機ス
ペースのほか、消防車両 3 台が入る車庫を備えてい
ます。建築事業費は約 4,224 万円です。

市では、老朽化した小型ポンプ付き積載車 3
台を更新し、市消防団第 1 分団第 2 部、第 2 分
団第 1 部（豊科）と第 7 分団第１部（明科東川
手）にそれぞれ配置しました。このうち 2 台を
機動性が高い軽自動車型の車両を市として初め
て導入し、管轄区域内に狭い路地が多い 2 分団と、
中山間地を抱える第 7 分団に配置しました。購
入金額は 3 台で約 2,225 万円です。

長年、消防業務に従事し勤務成績優秀な消防
団員に贈られる総務省消防庁の永年勤続章を、
市消防団の鳥羽昌弘団長（明科東川手）が受賞
しました。市役所で 3 月 23 日、宮澤市長に報告
した鳥羽団長は「家族の支えのお陰で続けるこ
とができました。活動を通じてできた人とのつ
ながりが大きな財産です」とこれまでを振り返
り、「今後も、団員確保などの課題に取り組み、
地域住民の安全安心のため、団員と共に活動し
ていきたいです」と決意を述べました。

市では、災害発生時に十分な応急、復旧活動
を行うことが困難な場合に備えて、自治体や企
業等と災害時の応援協定を締結しています。最
近、締結した協定は下表のとおりです。今後も
防災体制の充実を図るため、自治体や企業との
協力体制を築いていきます。

第７分団新詰所

配備された消防車両

宮澤市長に報告する鳥羽団長

協定締結先 協定内容
千葉県東金市（友好都市） 物資、資機材の提供、職員の派遣

（公社）長野県柔道整復師会 応急手当業務、衛生材料の提供

王子コンテナー株式会社
長野工場 段ボール製ベッドなどの提供

株式会社綿半ホームエイド
綿半スーパーセンター豊科店

物資のほか、被災者へ駐車場など
の施設の提供

株式会社ゼンリン 地図製品の提供

防災用品購入補助金制度

申請期間は３年間
平成32年3月31日まで

大規模な地震などの被害を少しでも防ぐ
ためには、日ごろから備えることが大切です。

市では、市民の皆さんが購入する防災用
品に対して補助金を交付しています。この
機会に防災用品を備えましょう。
問危機管理課危機管理担当

471・2119　672・6739

補助対象と補助率
もしものために備えて
・最低でも３日分の飲料水と食料

を備蓄しましょう。飲料水は一
人一日３リットルが目安です。

・備蓄の他に非常持ち出し袋を準
備し、寝室などに配置しておき
ましょう。

・家具の配置を工夫したり、家具
の転倒防止器具、ガラスの飛散
防止フィルム等を使用したりし
て、地震発生時の家具等による
ケガを防止しましょう。

災
害
へ
の
備
え
、

　
　

万
全
で
す
か
？

協定締結先と協定内容 区分 補助対象用品の
組み合わせ 補助率

一般世帯

①

1/3
①＋②
①＋③
②
②＋③
①＋②＋③

 避難行動要支
援者該当世帯

① 1/3①＋③
② 2/3
②＋③ ②は 2/3、③は 1/3

①＋②＋③ ②は 2/3、①③は 1/3

※ 100 円未満の端数は切り捨て


